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12

月
19

日
～
28

日
、
丸
森
町
か
ら
2

名
の
短
期
専
門
家(

石

塚
武
夫
さ
ん
、
大
槻
康
浩
さ
ん)

が
ザ
ン
ビ
ア
へ
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
現
地
農
業
省
の
各
農
業
事
務
所
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ザ
ン
ビ
ア
事
務

所
へ
の
表
敬
訪
問
、
農
村
部
の
視
察
や
農
家
へ
の
技
術
協
力
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
と
し
て
丸
森
町
を
訪
れ
た
4

名

と
再
会
、
彼
ら
の
帰
国
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
一
層
、
ザ
ン
ビ

ア
の
農
家
へ
の
技
術
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

 養蜂家の石塚専門家の指導により、現地のやり方をうまく取り入れて「安全・安定な養

蜂」を目指すことになりました。“ 蜂蜜は好きだけど、蜂が怖い” という人たちに向けて普

及していきます。 

裏面へ続きます 

ブログ（http://zam-maru.jugem.jp/ ） もご覧下さい。 
ザンビア農村の「今」を切り取った現地リポート！ 

現地より活動レポート Ƽ ǵ ֗ƽ 

回 覧 

現地の養蜂家と蜂の状態を確認。 
これぞ日本とザンビアの技術交流！ 

現地農家の手作りの巣箱を見る石塚さん 

ナワさんと大豆の種まき 

研修生とのお別れ会 



 ザンビアの年越しは、教会でお

祈りを捧げて過ごします。教会に

よっては一日中歌って踊って過ご

すところもあるそうな。ここでは

元旦を過ぎたらあっという間に日

常が戻ってくるので、日本の正月

が懐かしいです。（現地駐在員） 

この事業では、丸森の昔ながらの農業技術や暮らしの知恵をザンビアに紹介、現地農村の収入向上や栄養改善につな
げ、同時に丸森の地域活性化も目指します。一方的な支援でなく、双方がプラスになる狙いのJICA採択事業です。 
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 ナワさんは帰国してから、村の中の共同市場（ザンビアではマーケットと呼びます）

で、売り子をしている農家さんを対象に、色々な技術を学べる講習会を始めました。 
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 ザンビアに戻ってから、共同市場で売り子

の農家さんが暇そうにお客さんを待っている

のを見て、改めて「時間を無駄にしている」

と実感。そこで、『お客さんが来るまでの待

ち時間に、別の仕事をして時間を有効に使

う』取り組みを始めました。 

 これまで、マンゴージャム作りや手工芸な

どを学ぶ講習会を開催したそうです。ナワさ

んは「丸森町で研修を受けて、たくさんの気

付きを得る事が出来た」と話し、今後も農家

のために働いていこうと意気込んでいます。 

 ザンビアの地方では、生産者自身が売り子とな

り販売をおこなう事が多いそうです。丸森研修で

直売所の仕組み（農家が直売所に販売を委託する

ことで、役割分担をしている）を見て、ザンビア

と違って「時間を有効利用している」と感心した

ナワさん。 
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